
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】緑内障患者の眼内圧の低下を助けるために、眼

からの房水の流出を上昇させるための手術法で使用され

る洗浄用チップを提供する。

【解決手段】近位シャフト１２及び遠位シャフト１４を

含む洗浄用チップ１０からなり、ハンドピースを有して

いる。平らな形または卵形を有する洗浄用チップを介し

て平衡塩類溶液のパルスを前眼房隅角に位置する小柱網

に送る。これによって小柱網を洗浄し、または穴をあけ

るあるいは小柱網をブロックしている物質を洗浄、除去

することを可能にする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ａ ） 一 般 に 形 が 円 形 の 近 位 （ proximal） シ ャ フ ト 部 分 ；
　 ｂ ） 近 位 シ ャ フ ト 部 分 に 流 体 接 続 さ れ て お り （ fluidly connected） 、 一 般 に 形 が 卵 形
ま た は 楕 円 形 の 遠 位 （ distal） シ ャ フ ト 部 分 ； お よ び
　 ｃ ） 遠 位 シ ャ フ ト 部 分 上 の 遠 位 チ ッ プ 、 を 含 む 洗 浄 用 （ irrigation） チ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 以 下 を 含 む 洗 浄 法 ：
　 ａ ） 卵 形 ま た は 楕 円 形 の 遠 位 端 を 有 す る 洗 浄 用 チ ッ プ を 与 え ；
　 ｂ ） 遠 位 端 を 前 眼 房 隅 角 に 隣 接 し て 眼 の 中 に 配 置 し ； お よ び
　 ｃ ） 洗 浄 液 の 繰 り 返 し パ ル ス を 起 こ し て 小 柱 網 （ trabecular network） に 当 て る （ stri
ke） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 パ ル ス が 小 柱 網 に 穴 を 開 け る （ perforate） 請 求 項 ２ の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 パ ル ス が 小 柱 網 を 刺 激 す る 請 求 項 ２ の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 パ ル ス が 、 小 柱 網 を ブ ロ ッ ク し て い る か ま た は 詰 ま ら せ て い る 物 質 （ material） を
除 去 す る 請 求 項 ２ の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 現 在 同 時 係 属 中 の 米 国 特 許 出 願 第 １ １ ／ ０ ９ １ ， ２ １ ４ 号 （ ２ ０ ０ ５ 年 ３ 月
２ ８ 日 出 願 ） の 一 部 継 続 出 願 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 眼 の 手 術 、 と り わ け 緑 内 障 の 手 術 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 緑 内 障 は 、 ６ ５ 才 未 満 の 人 口 の 約 ２ ％ 、 ６ ５ 才 以 上 の １ １ ％ が 罹 患 し 、 診 断 と 特 定 が 極
め て 困 難 で あ る 。 眼 は 、 「 眼 房 水 」 と 呼 ぶ 澄 ん だ 液 を 含 有 す る 中 空 の 構 造 体 で あ る 。 眼 房
水 は 、 毛 様 体 に よ り 約 ２ ． ５ リ ッ ト ル ／ 分 の 速 度 で 眼 の 後 眼 房 で 生 成 さ れ る 。 こ の 流 体 （
ほ ぼ 一 定 の 速 度 で 作 成 さ れ る ） は 次 に 、 水 晶 体 の 周 り を 通 過 し 、 虹 彩 の 瞳 孔 開 口 部 を 介 し
て 眼 の 前 眼 房 に 入 る 。 い っ た ん 前 眼 房 に 入 る と 、 こ の 液 は ３ つ の 異 な る 経 路 で 眼 か ら 排 出
さ れ る 。 液 は 虹 彩 に よ り 吸 収 さ れ 、 こ れ は 通 常 排 液 の １ ％ 未 満 で あ る 。 「 ブ ド ウ 膜 強 膜 」
経 路 で は 、 液 は 毛 様 体 の 筋 肉 繊 維 の 間 に し み 出 る 。 こ の 経 路 は ヒ ト の 房 水 流 出 の １ ０ ％ 未
満 で あ る 。 ヒ ト の 房 水 流 出 の 主 要 な 経 路 は 、 小 柱 網 と シ ュ レ ム 管 が 関 与 す る 「 小 管 」 経 路
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 小 柱 網 と シ ュ レ ム 管 は 、 角 膜 と 強 膜 の 間 の 結 合 部 に 位 置 す る 。 こ れ は 、 強 膜 へ の 虹 彩 の
挿 入 の 前 で あ る 。 虹 彩 挿 入 と 角 膜 と の 結 合 部 ま た は コ ー ナ ー は 「 隅 角 」 （ the angle） と
呼 ば れ る 。 小 柱 網 は 、 眼 の 周 囲 に あ る く さ び 型 の 構 造 体 で あ る 。 こ れ は 、 ３ 次 元 の ふ る い
様 構 造 で 並 ん だ コ ラ ー ゲ ン 梁 で あ る 。 こ の 梁 間 の ス ペ ー ス は 、 小 柱 細 胞 に よ り 産 生 さ れ る
細 胞 外 物 質 で 満 た さ れ て い る 。 こ れ ら の 細 胞 は ま た 、 細 胞 外 物 質 を 分 解 す る 酵 素 を 産 生 す
る 。 シ ュ レ ム 管 は 小 柱 網 に 隣 接 す る 。 小 柱 網 の 外 壁 は 、 シ ュ レ ム 管 の 内 壁 に 一 致 す る 。 シ
ュ レ ム 管 は 、 角 膜 の 周 囲 に あ る 管 様 構 造 体 で あ る 。 成 人 で は シ ュ レ ム 管 は 隔 膜 に よ り 分 割
さ れ て 、 一 連 の 自 立 性 の 行 き 止 ま り の 管 に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 防 水 は 小 柱 梁 間 の ス ペ ー ス を 通 り 、 シ ュ レ ム 管 の 内 壁 を 通 過 し て こ の 管 に 入 り 、 シ ュ レ
ム 管 か ら 排 液 さ せ る 一 連 の 採 集 チ ャ ネ ル を 介 し て 、 上 強 膜 静 脈 系 に 入 る 。 正 常 な 状 況 で は
、 水 分 産 生 は 水 分 流 出 と 等 し く 、 眼 内 圧 は 、 平 均 約 １ ６ ｍ ｍ Ｈ ｇ で か な り 一 定 に 維 持 さ れ
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る 。 緑 内 障 で は 、 小 管 流 出 系 を 介 す る 抵 抗 が 異 常 に 高 く 、 眼 内 圧 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 原 発 性 の 開 放 隅 角 緑 内 障 （ 米 国 に お け る 最 も 一 般 的 な 型 の 緑 内 障 ） で は 、 異 常 抵 抗 は 小
柱 網 の 外 面 と シ ュ レ ム 管 の 内 壁 に 沿 っ て い る と 考 え ら れ る 。 正 常 人 で は こ れ は 抵 抗 の 約 ５
０ ％ を 占 め る 。 緑 内 障 患 者 で は 、 こ れ は 追 加 の 抵 抗 の す べ て を 占 め る 。 小 柱 細 胞 の 異 常 代
謝 は 、 細 胞 外 物 質 の 過 剰 の 蓄 積 ま た は こ の 領 域 の 異 常 に 「 堅 い 」 物 質 の 蓄 積 を 引 き 起 こ す
。 緑 内 障 の 眼 の 組 織 学 的 試 験 は ま た 、 シ ュ レ ム 管 の 破 壊 を 示 し て い る 。 原 発 性 の 開 放 隅 角
緑 内 障 は 、 ア メ リ カ と ヨ ー ロ ッ パ の す べ て の 緑 内 障 の 約 ８ ５ ％ を 占 め る 。 他 の 型 の 緑 内 障
（ 例 え ば 、 閉 鎖 緑 内 障 お よ び 続 発 性 緑 内 障 ） も ま た 、 小 管 経 路 を 介 す る 流 出 の 低 下 が 関 与
す る が 、 他 の 原 因 （ 例 え ば 、 機 械 的 閉 鎖 、 炎 症 性 破 片 、 細 胞 性 閉 鎖 な ど ） に よ る 抵 抗 の 上
昇 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 抵 抗 の 上 昇 に よ り 、 房 水 は 充 分 に 速 く 排 出 さ れ な い た め 蓄 積 す る 。 房 水 が 蓄 積 す る と 、
眼 の 内 圧 （ Ｉ Ｏ Ｐ ） が 上 昇 す る 。 上 昇 し た Ｉ Ｏ Ｐ は 視 神 経 の 軸 索 を 圧 迫 し 、 ま た 視 神 経 へ
の 血 管 供 給 を 低 下 さ せ る 。 視 神 経 は 眼 か ら 脳 に 視 覚 を 運 ぶ 。 一 部 の 視 神 経 は 、 他 の 眼 よ り
特 定 の レ ベ ル の Ｉ Ｏ Ｐ に 対 し て 感 受 性 な よ う で あ る 。 圧 力 上 昇 か ら 神 経 を 防 御 す る 方 法 が
研 究 さ れ て い る が 、 神 経 の 消 失 お よ び 結 果 と し て の 視 角 の 消 失 の 進 行 を 防 止 す る か ま た は
遅 延 さ せ る こ と が 証 明 さ れ て い る 現 在 緑 内 障 に 利 用 可 能 な 唯 一 の 治 療 法 は 、 眼 内 圧 を 低 下
さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 緑 内 障 の 臨 床 的 治 療 は 、 一 般 に 段 階 的 に 行 わ れ る 。 薬 物 療 法 が 治 療 の 最 初 の 選 択 肢 で あ
る 。 通 常 局 所 的 に 投 与 さ れ る と 、 こ れ ら の 薬 物 療 法 は 房 水 産 生 を 低 下 さ せ る か ま た は 流 出
を 増 加 さ せ る よ う に 作 用 す る 。 現 在 利 用 可 能 な 薬 物 療 法 は 、 多 く の 重 症 の 副 作 用 （ う っ 血
性 心 不 全 、 呼 吸 窮 迫 、 全 身 性 低 血 圧 、 う つ 病 、 鎮 静 、 腎 結 石 、 再 生 不 良 性 貧 血 、 性 機 能 不
全 、 お よ び 死 亡 ） が 有 る 。 無 症 候 性 疾 患 の た め 、 薬 物 療 法 の コ ン プ ラ イ ア ン ス が 大 き な 問
題 で あ り 、 緑 内 障 患 者 の 半 数 以 上 が そ の 正 し い 投 与 ス ケ ジ ュ ー ル に 従 っ て い な い と 推 定 さ
れ る 。 処 方 さ れ た 薬 物 療 法 を 守 ら な い こ と が 、 ２ ０ ％ を 超 え る 患 者 が ２ ０ 年 以 内 に 盲 目 に
な る こ と に 原 因 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 薬 物 療 法 に よ り 充 分 に 圧 力 が 低 下 し な い 時 は 、 し ば し ば レ ー ザ ー 小 柱 形 成 術 （ laser tr
abeculoplasty） が 行 わ れ る 。 レ ー ザ ー 小 柱 形 成 術 で は 、 レ ー ザ ー か ら の エ ネ ル ギ ー が 小
柱 網 の 多 く の 不 連 続 な ス ポ ッ ト に 適 用 さ れ る 。 レ ー ザ ー の エ ネ ル ギ ー は 何 ら か の 方 法 で 小
柱 細 胞 の 代 謝 を 刺 激 し 、 小 柱 網 中 の 細 胞 外 物 質 を 変 化 さ せ る 。 ほ ぼ ８ ０ ％ の 患 者 で 、 房 水
流 出 が 上 昇 し 、 Ｉ Ｏ Ｐ が 低 下 す る 。 し か し こ の 作 用 は 不 充 分 で 長 続 き せ ず 、 少 な く と も ５
０ ％ の 患 者 は ５ 年 以 内 に Ｉ Ｏ Ｐ が 上 昇 す る 。 多 く の 場 合 、 通 常 レ ー ザ ー 手 術 は 繰 り 返 し で
き な い 。 更 に レ ー ザ ー 小 柱 形 成 術 は 、 ５ ０ 才 未 満 の 患 者 で は 原 発 性 の 開 放 隅 角 緑 内 障 の 有
効 な 治 療 法 で は な く 、 隅 角 閉 鎖 緑 内 障 や 多 く の 続 発 性 緑 内 障 で も 有 効 で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 レ ー ザ ー 小 柱 形 成 術 が 充 分 に Ｉ Ｏ Ｐ を 低 下 さ せ な い 場 合 は 、 次 に ろ 過 手 術 が 行 わ れ る 。
ろ 過 手 術 で は 、 隅 角 の 近 く の 強 膜 に 穴 が 開 け ら れ る 。 こ の 穴 は 、 他 の 経 路 を 介 し て 房 水 が
眼 か ら 出 て い く こ と を 可 能 に す る 。 最 も 一 般 的 に 行 わ れ る ろ 過 手 術 は 小 柱 除 去 術 で あ る 。
小 柱 除 去 術 で は 結 膜 切 開 が 行 わ れ る （ 結 膜 は 強 膜 を 覆 う 透 明 の 組 織 で あ る ） 。 結 膜 を ど け
て 、 角 膜 輪 部 で 強 膜 を 露 出 さ せ る 。 部 分 的 な 厚 い 強 膜 皮 弁 を 作 成 し 、 半 分 の 厚 さ だ け 角 膜
を 切 開 す る 。 強 膜 皮 弁 の 下 で 前 眼 房 に 入 り 、 深 部 強 膜 お よ び ／ ま た は 小 柱 網 の 切 片 を 取 り
出 す 。 強 膜 皮 弁 を ゆ る く 縫 っ て も と に 戻 す 。 結 膜 の 切 り 口 を き つ く 閉 じ る 。 術 後 に 房 水 は
穴 か ら 強 膜 皮 弁 （ こ れ は あ る 程 度 の 抵 抗 を 与 え る ） の 下 を 通 過 し 、 結 膜 の 下 の 隆 起 し た ス
ペ ー ス （ 小 疱 （ bleb） と 呼 ば れ る ） に 集 ま る 。 次 に 液 は 結 膜 の 血 管 を 介 し て 吸 収 さ れ る か
、 ま た は 結 膜 を 通 り 抜 け て 涙 液 膜 に 達 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 小 柱 除 去 術 と ろ 過 手 術 は い ず れ も 多 く の 問 題 を 有 す る 。 上 強 膜 中 に 存 在 す る 繊 維 芽 細 胞
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が 増 殖 し て 遊 走 し 、 強 膜 皮 弁 に 傷 を つ け る 。 特 に 小 児 、 青 少 年 、 活 動 性 の 炎 症 も し く は 以
前 眼 内 手 術 を し た 眼 を 有 す る 者 で 、 傷 に よ る 機 能 不 全 が 起 き る こ と が あ る 。 最 初 は 小 柱 除
去 術 が 成 功 し た 眼 の う ち 、 術 後 ３ ～ ５ 年 以 内 に 最 大 ８ ０ ％ は 傷 に よ り 機 能 不 全 に な る 。 こ
の 傷 を 最 小 に す る た め に 、 外 科 医 達 は 現 在 、 手 術 の 時 に 強 膜 皮 弁 に マ イ ト マ イ シ ン Ｃ （ Ｍ
Ｍ Ｃ ） や ５ － フ ル オ ロ ウ ラ シ ル （ ５ － Ｆ Ｕ ） の よ う な 抗 線 維 症 薬 を 適 用 す る か 、 ま た は ５
－ Ｆ Ｕ 注 射 を 術 後 毎 日 最 大 １ ４ 日 ま で 行 っ て い る 。 こ れ ら の 薬 剤 の 使 用 は 小 柱 除 去 術 の 成
功 率 を 上 昇 さ せ た が 、 視 力 に 影 響 を 与 え 盲 目 に な る 可 能 性 の あ る 多 発 性 合 併 症 の 罹 患 率 も
上 昇 し て い る 。 最 も 深 刻 な 合 併 症 は 白 内 障 で あ り 、 こ れ は 最 大 ２ ０ ％ の 眼 に 発 生 し 得 る 。
樹 群 特 異 的 の 患 者 の 残 り の 人 生 で 、 す べ て の 眼 に 小 疱 感 染 症 が 起 き る 可 能 性 が あ る 。 低 眼
圧 は 、 眼 房 水 が 作 ら れ る よ り も 速 く 眼 房 水 が 眼 か ら 出 て い く 時 、 問 題 に な る 。 眼 圧 は 低 く
な り す ぎ （ 通 常 ６ ． ０ ｍ ｍ Ｈ ｇ 未 満 ） 、 眼 の 構 造 が く ず れ 、 脈 絡 膜 と 斑 が 膨 潤 し て 折 り 重
な り 、 視 力 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 小 柱 除 去 術 は ま た 、 房 水 が 眼 の 表 面 に 逃 げ る 通 路 を 作 成 す る 。 同 時 に こ れ は 、 通 常 眼 の
表 面 や ま ぶ た に 生 存 し て い る 細 菌 が 眼 に 入 る 通 路 を 作 成 す る 。 も し こ れ が 起 き る と 、 眼 内
炎 と 呼 ぶ 眼 の 内 部 の 感 染 が 起 き る 。 眼 内 炎 は し ば し ば 、 永 久 的 な お よ び 深 刻 な 視 力 喪 失 を
引 き 起 こ す 。 眼 内 炎 は 、 小 柱 除 去 術 後 い つ で も 起 き る 可 能 性 が あ る 。 こ の リ ス ク は 、 Ｍ Ｍ
Ｃ と ５ － Ｆ Ｕ 後 に 発 生 す る 薄 い 小 疱 と と も に 上 昇 し 、 約 ０ ． ４ ％ ／ 年 で 累 積 す る 。 感 染 を
引 き 起 こ す 他 の 因 子 は 小 疱 の 位 置 で あ る 。 小 柱 除 去 術 を 下 で 行 っ た 眼 は 、 上 の 小 疱 を 有 す
る 眼 よ り 眼 の 感 染 リ ス ク が 約 ８ 倍 高 い 。 従 っ て 最 初 の 小 柱 除 去 術 は 上 に 、 ま ぶ た の 下 、 鼻
ま た は 側 頭 四 半 部 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 傷 、 低 眼 圧 、 お よ び 感 染 以 外 に 、 小 柱 除 去 術 に は 他 の 合 併 症 が あ る 。 小 疱 が 裂 け て 深 刻
な 低 眼 圧 が 起 き る こ と が あ る 。 小 疱 が 刺 激 性 で 、 正 常 な 涙 液 膜 を 破 壊 し 、 視 力 障 害 に 至 る
こ と が あ る 。 約 ６ ７ ％ の 患 者 は 、 何 年 も 続 く 連 続 的 な し つ こ い 違 和 感 を 経 験 す る 。 小 疱 の
あ る 患 者 は 一 般 的 に コ ン タ ク ト レ ン ズ を 使 用 で き な い 。 小 柱 除 去 術 に よ る 合 併 症 の す べ て
は 、 液 が 眼 の 内 部 か ら 眼 の 外 表 面 に 迂 回 す る と い う 事 実 に 起 因 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 最 近 、 比 較 的 高 圧 の 平 衡 塩 類 洗 浄 溶 液 の パ ル ス を 小 柱 網 に 行 う 手 術 法 が 提 案 さ れ て い る
。 こ れ ら の パ ル ス は 集 束 さ せ る こ と が で き 、 こ う し て 小 柱 網 に 穴 を 開 け る か ま た は よ り 広
い 領 域 に 適 用 さ れ 、 小 柱 網 を 刺 激 し て 流 体 輸 送 を 改 良 す る 。 更 に 洗 浄 液 の パ ル ス は 、 小 柱
網 を ブ ロ ッ ク し て い る か ま た は 詰 ま ら せ て い る 虹 彩 色 素 の よ う な 物 質 を 除 去 す る 。 し か し
既 存 の 洗 浄 用 チ ッ プ は 、 こ の 方 法 に つ い て 最 適 化 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 っ て 、 緑 内 障 患 者 の 眼 内 圧 の 低 下 を 助 け る た め に 、 眼 か ら の 房 水 の 流 出 を 上 昇 さ せ る
た め の 手 術 法 で 使 用 さ れ る 洗 浄 用 チ ッ プ に 対 す る ニ ー ズ が 今 も 存 在 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 発 明 者 は 、 平 ら な 形 ま た は 卵 形 を 有 す る 洗 浄 用 チ ッ プ が 前 眼 房 隅 角 に 容 易 に 適
合 し 、 平 衡 塩 類 溶 液 の パ ル ス を 小 柱 網 に よ り 有 効 に 送 る こ と が で き る こ と 発 見 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 っ て 本 発 明 の １ つ の 目 的 は 、 緑 内 障 治 療 用 の 手 術 法 を 実 施 す る た め の 洗 浄 用 チ ッ プ を
提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 小 柱 網 を 介 す る 眼 か ら の 流 出 を 増 加 さ せ る 手 術 法 を 実 施 す る た め
の 洗 浄 用 チ ッ プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ ら の お よ び 他 の 本 発 明 の 利 点 と 目 的 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 と 特 許 請 求 の 範 囲 か ら 明
ら か で あ ろ う 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 最 適 に 示 す よ う に 、 本 発 明 の チ ッ プ １ ０ は 一 般 に 近 位 シ ャ フ ト １ ２ と 遠 位 シ ャ フ
ト １ ４ と を 含 む 。 チ ッ プ １ ０ は 、 任 意 の 適 切 な ハ ン ド ピ ー ス （ 示 し て い な い ） 、 例 え ば 米
国 特 許 第 ６ ， ５ ７ ５ ， ９ ２ ９ 号 （ Sussmanら ） 、 米 国 特 許 第 ５ ， ３ ２ ２ ， ５ ０ ４ 号 （ Doher
tyら ） 、 お よ び 米 国 特 許 第 ５ ， ５ ６ ２ ， ６ ９ ２ 号 （ Ｂ ａ ｉ ｒ ） に 開 示 さ れ た ハ ン ド ピ ー ス
と と も に 使 用 さ れ 、 ア ル コ ン ラ ボ ラ ト リ ー ズ 社 （ Alcon Laboratories, Inc． ） （ フ ォ ー
ト ワ ー ス 、 テ キ サ ス 州 ） か ら 商 品 名 ア ク ア ラ ー ゼ （ AQUALASE） （ 登 録 商 標 ） と し て 販 売 さ
れ て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 近 位 シ ャ フ ト １ ２ は 好 ま し く は 円 形 で あ り 、 遠 位 シ ャ フ ト
１ ４ は 好 ま し く は 楕 円 形 に 平 た く な っ て い る 。 近 位 シ ャ フ ト １ ２ は 好 ま し く は 、 約 ０ ． ０
３ ９ イ ン チ ～ ０ ． ０ ４ １ イ ン チ の 外 径 を 有 す る 。 遠 位 シ ャ フ ト １ ４ は 好 ま し く は 、 約 ０ ．
０ ２ ８ イ ン チ ～ 約 ０ ． ０ ３ ２ イ ン チ の 大 外 径 と 約 ０ ． １ ４ イ ン チ ～ 約 ０ ． １ ８ イ ン チ の 小
外 径 を 有 す る 。 チ ッ プ １ ０ は 好 ま し く は ス テ ン レ ス 鋼 ま た は チ タ ン か ら 作 成 さ れ る が 、 他
の 材 料 も 使 用 す る こ と が で き る 。 チ ッ プ １ ０ は 好 ま し く は 全 長 が １ ． ５ ５ イ ン チ ～ １ ． ７
５ イ ン チ で あ り 、 約 １ ． ６ ５ イ ン チ が 最 も 好 適 で あ る 。 チ ッ プ １ ０ は 従 来 の 金 属 細 工 法 を
使 用 し て 成 形 さ れ 、 好 ま し く は ば り を 除 去 す る た め に 電 解 研 磨 さ れ 、 図 １ に 示 す よ う に 直
線 で も ま た は 図 ２ に 示 す よ う に 曲 線 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 使 用 す る 時 は 、 チ ッ プ １ ０ は 眼 １ ８ の 前 眼 房 隅 角 １ ６ を 洗 浄 す る の に 最 も 適 し て い る 。
隅 角 １ ６ は 、 虹 彩 ２ ０ と 角 膜 ２ ２ の 交 差 部 分 に 位 置 す る 。 参 考 ま で に 、 眼 の 他 の 構 造 体 は
瞳 孔 ２ ４ と 水 晶 体 ２ ６ で あ る 。 特 に チ ッ プ １ ０ は 、 洗 浄 液 の パ ル ス を 隅 角 １ ６ に 送 っ て 、
隅 角 １ ６ に 位 置 す る 小 柱 網 ３ ０ を 洗 浄 す る か ま た は 開 く こ と を 助 け る 。 流 体 の パ ル ス は 遠
位 シ ャ フ ト １ ４ の 遠 位 端 ２ ８ か ら 隅 角 １ ６ に 向 け ら れ る 。 流 体 パ ル ス は 集 束 さ せ る こ と が
で き 、 こ う し て 小 柱 網 ３ ０ を 穴 を 開 け る か ま た は よ り 広 い 領 域 に 適 用 さ れ 、 小 柱 網 ３ ０ を
刺 激 し て 流 体 輸 送 を 改 良 す る 。 更 に 洗 浄 液 の パ ル ス は 、 小 柱 網 を ブ ロ ッ ク し て い る か ま た
は 詰 ま ら せ て い る 虹 彩 色 素 の よ う な 物 質 を 洗 浄 す る か ま た は 除 去 す る 。 平 た い か ま た は 楕
円 形 の 遠 位 シ ャ フ ト １ ４ は 、 外 科 医 が 先 行 技 術 の 丸 い チ ッ プ よ り 、 遠 位 端 ２ ８ を 隅 角 １ ６
に よ り 密 接 に 配 置 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 記 載 は 例 示 と 説 明 を 目 的 と す る 。 本 発 明 の 範 囲 ま た は 精 神 を 逸 脱 す る こ と な く 、 本 発
明 の 変 更 お よ び 修 正 が 可 能 で あ る こ と は 、 当 業 者 に 明 ら か で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 眼 の 手 術 中 に 使 用 さ れ て い る 本 発 明 の チ ッ プ の 拡 大 透 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の チ ッ プ の 分 解 組 立 図 で あ る 。
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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